
三沢市歯の健康づくり推進委員会（会議録） 

 

・日 時  平成２８年２月２９日（月）１３：００～１４：００ 

・場 所  三沢市保健相談センター 大会議室（2階） 

・出席者  小西史人、奥寺充、中山宏祥 伊藤博次   

      林 利光 松宮 和子 相坂 知里 

                               （敬称略） 

・事務局  健康福祉部  部長 小泉 富男 

      国保年金課  課長 小泉 厚子    係長 吉田 和恵 

介護福祉課  保 健 師 内村憲司 

健康推進課  課長 山本 紀雄  課長補佐 成田薫子      

 係長  根岸満智子、山口文衣 

               栄養士 工藤麗    保健師 山本碧 池田悦子 

・概 要 

１開会  部長挨拶 

２議事  平成２７年度歯科保健事業実施状況と平成２８年度歯科保健事業計画について報告後、

意見交換を行った。  

３意見交換 

①フッ化物の洗口が平成１４年から開始され、当初は県内の７市の中で１２歳児のう蝕罹患率が 

率及び本数とも断トツの最下位だったが、平成２０年の中間報告から現在も 1位である。 

このような形で普及できたというのも薬剤師会、歯科医師会にご協力いただきながら全く滞りな 

く進んでおり、三沢のように定期的なフッ化物の塗布や洗口を実施するのが一番良いので、フッ 

化物の塗布事業、また妊婦歯科検診、成人歯周病検診についてマックテレビや市の広報、ポスタ 

ーを作るなり、もっと周知したほうが良い。 

 

②ライフステージ毎のきめ細かい歯科保健対策は相対的な医療費の抑制に必ずつながる。 

歯周病が悪化していると糖尿病もうまくコントロールできにくいというエビデンス（根拠）もあ

るので、歯周病のチェックリストを活用するなど、歯科医師会、医師会、薬剤師会の連携・協力

が必要だと思う。 

 

③幼稚園・保育園では歯科検診の結果をみて、保護者に受診を勧めたり、昼食後は必ず、先生が

ついて仕上げ磨きをしたり、県の事業で「スリムプラン」を実施し、かみかみセンサーを使って、

良く噛むことで、健康な体づくりを行っている。親子で虫歯ゼロや未治療の歯はゼロという方を

対象に市で表彰をすることを検討してみてはどうか。 

 

４情報提供 

①市では来年度新たな事業として、「健康ポイント事業」を実施する予定ですが、歯科事業も対象 

にして実施していきたい。 

 

②休日の歯科の当番医については、平成２８年度は年末年始の実施に向けて検討中である。 

 

５閉会 


